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 ○社会環境が目まぐるしく変化するなかで、まちづくりを行政が主導する従来型のまち

づくりは難しくなり、市民と市政の動きや地域の課題を共有しながら、参加や協働を

通じて、地域を運営していく視点がまちづくりにおいて重要となって来ました。  

 

○また、今後も持続可能な「選ばれるまち」となるためには、北上市に対するシビック

プライド※を基礎とし、市民や北上ファンが主役として魅力づくりや発信に積極的に

関わってまちを育てていく、都市プロモーションの視点もまちづくりに必要となって

来ています。 

 

〇北上市は、総合計画に掲げる市民自治のまちの実現を目指し、これらの視点を踏まえ

た様々なまちづくりを推進しています。 

  

○様々なまちづくり活動においては、情報を知ってもらうことがその入口となることか

ら、広報活動は効果的なまちづくりを進めるための手段として非常に重要なものであ

ることを改めて認識するとともに、広報活動に対する視点も変えていかなければなり

ません。 

 

○この指針は、職員一人一人が「政策の実現のための効果的広報活動」「住民のニーズ

に応える広報活動」「市内外に都市の魅力を発信する広報活動」等を意識して展開す

ることにより、広報活動を、戦略的視点を持った都市経営のコミュニケーションツー

ルとして発展させていくため、これからの運営方針等を明らかにするものとして定め

るものです。 

 

※シビックプライドとは 

  北上市という都市への愛着や誇りを持ち、自分自身が関わって地域を良くしていこ

うという当事者意識や自負心 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 広報活動基本指針の目的 
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  広聴広報とは、市民等の声や社会情勢等の情報収集や分析を各種政策や施策に活かす

とともに（広聴活動）、ニーズや状況に応じた情報発信を企画、実施することで（広報

活動）地域社会のステークホルダー（関わる人）と良好な関係性を築く双方向のコミュ

ニケーション活動です。  

この指針では、北上市の広聴広報のうち、情報発信の活動である広報活動の在り方を

規定していくものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 基本指針の位置付け 

 

広聴広報 

広報活動 

広聴活動 

広聴活動及び広報活動に

よる双方向のコミュニケ

ーション活動 

情報収集や取材等を

通じた、発信企画、

情報発信の活動 

ヒアリング等情報収

集、分析、施策全般へ

の情報フィードバック

の活動 

広聴活動マニュアル 

広報活動基本指針 
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近年、社会環境が目まぐるしく変化するなかで、行政に求められる役割も変化してい

ます。そのため、広報活動に求められる役割も変化して来ており、現在は主に次のよう

な視点を持つことが必要とされています。 

 

 

 

  》 市民のニーズやライフスタイルは高度化・多様化し、行政に求められる事業範囲

も拡大しています。 

》 その一方で、人口減少により税収等が停滞するなか、行政がまちづくりを主導す

る従来型のまちづくりは難しくなり、市民の参画と協働によるまちづくりの視点が

必要となってきています。 

》 そのため、市民に「知ってもらう」「行動してもらう」ことができる情報発信や

情報共有により、市民と行政の信頼関係を深めながら協力しあうことをより意識し

ていくことが重要となります。 

》 行政からの一方的な周知・伝達といった画一的な情報提供では情報が伝わりづら

いケースもあることから、受け手のニーズを踏まえた情報発信を行うなど、市民と

行政の双方向のコミュニケーションを意識した広報活動を展開することが必要です。 

》 双方向コミュニケーションを意識した広報活動を展開することで、市民と行政と

の信頼関係が構築され、効果的なまちづくりの進展に繋がります。 

 

 

 

  》 本格的な人口減少社会の到来に伴い、北上市には今後も持続可能な「選ばれるま

ち」となっていくことが求められています。 

 》 そのためには、まちの目指す姿を旗印にしながら、地域のポテンシャルを活かし

たまちの魅力づくりや魅力発信により、良質な都市イメージを確立し、まちのブラ

ンド力を高めることが必要です。 

》 まちの魅力は行政だけが作っているものではなく、市民や北上ファンが、地域の

魅力を知り、育て、発信することにより形作られていくものです。このような魅力

づくりや魅力発信を活発にするためには、その源泉となる市民のシビックプライド

が醸成されていくことが必要です。 

》 広報活動においても、観光情報だけではなく、子育てやライフスタイルなどまち

づくり全般の情報について、市民や北上ファンの心を動かし、地域への関与意欲が

育まれるよう市内外に発信するとともに、広報活動に市民や北上ファンに積極的に

１ 市民自治を推進する広報活動 

２ ブランド力を高める広報活動 

３ 広報活動に求められる視点 
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関わってもらい、市民や北上ファンが中心となってまちの魅力発信が連鎖していく

ような工夫が求められています。 

 

 

 

》 スマートフォンの急速な普及に伴い、フェイスブックやツイッターなどのＳＮＳ

を利用して情報収集、情報発信を行う人々が増えています。 

  》 また、動画等による地域情報の発信が全国の自治体広報に広く取り入れられてき

ています。 

  》 このことから、市民等の関心を高め、情報を広く伝播させるための手法や、紙媒

体、情報通信媒体等それぞれの特性を理解し、発信の目的に応じた効果的な手法を

常に考えて、企画実施していくことが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ メディアの特性を活かした広報活動 

 
市民の主な生活情報入手手段（Ｈ28 市民意識調査） 

 

流山市移住キャンペーンコンセプト図（流山市視察資料より抜粋） 
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 》 平成23年の東日本大震災の発生時、停電等により情報通信インフラがすべて機

能しなくなり、危機事象発生時の市民への情報伝達に大きな課題が露呈しました。 

》 何時どのような形で訪れるか予測が難しい災害もあることから、平時から防災に

関する情報提供や非常時における情報共有体制の構築に取り組んで行くことが必要

です。 

 》 災害のほか、市内や行政内部において事件や事故が発生した場合においても、行

政に対する信頼を損ねることがないよう、状況の開示や今後の方策等をしっかり示

すなど、市民に対する説明責任を果たすことが求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 》 障害者基本法や障害者差別解消法等により、自治体広報活動には誰でも情報を入

手できる環境づくりが社会的に求められています。 

》 国際化を背景に、外国人が多数居住したり、来訪したりしていることから、多文

化共生社会等を意識した取り組みも必要とされています。 

 

 

危機事象の例（北上市報道機関等情報提供マニュアル） 

４ 危機事象発生時を想定した広報活動 

５ 情報の受け手の多様性を考慮した広報活動 
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  「広報活動に求められる視点」を踏まえ、市の広報活動の現状から見た課題は次のと

おりとなります。 

 

 

 

 》 広報紙においては、市民生活に必要な情報を的確に発信されていると評価されて

いますが、発信した段階で広報活動が終了し、発信した情報がどのように捉えられ

ているかなど事後のリサーチなどが実施されていません。 

  》 情報の受け手がどのように情報を入手しているか、発信した内容をどう捉えてい

るかなどを知ることが、情報発信の工夫や、今後の改善に繋がっていきます。 

  》 「伝わる」情報発信には、発信結果のアンケートや社会情勢のリサーチなどを聴

く仕組みとして取り入れ、継続的に広報活動の質を向上させることが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年度市民意識調査における、市の情報発信に関する意見の一例 

・自分から得ようと思わないと知らないままで損する情報が多いと思う。そもそ

も情報が得にくい。 

・必要な情報を得るためにホームページを見る機会があるが、目的の情報に思う

ように辿り着けず時間が掛かってしまうことが何度かあった。 

・市のホームページを見やすく、分かりやすく、更新を早くしてほしい。 

・市の取り組みや現状などは、もっとケーブルテレビやラジオを通して知らせて

もいいと思います。 

・当地区では議員定数の削減での影響で議員がおらずあんまり市政に関する情報

が少ない。そして市議員の数も少ないので情報不足。 

・紛らわしい文章で通知を出さないでほしい（二度無駄足をふんだ事がある）。 

・若い人はインターネットや足を運び情報を得ることができますが、お年寄りな

どは困ったとき、どこに相談すればいいかわからない人も多くいます。交通の便

はある程度仕方ないのですが、地域の集う場所をうまく使って情報配信をうまく

できればいいのかなと思います。 

・紙媒体の広報類(県広報紙も含む)は、廃止するべき(資源の無駄、環境保護への

逆行)。 

・広報の内容を充実すべきです。今の内容では物足りなさを感じます。 

 

４ 北上市の広報活動の現状と課題 

１ 情報発信後のリサーチ不足 
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【他市で行われている工夫の例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【秋田県横手市の広報紙】 

広報活動に聴く仕組みを取り入

れている。市民の感じ方や気に

なっていることを把握し、情報

発信に工夫を加えることが、伝

わる広報活動に繋がって行く。

また、本企画は読者目線の地域

情報発信という市民参画の側面

も併せ持っている。 

 

 

【盛岡市の公式ＨＰ】 

ウェブサイトにアンケートを設

け、データ収集を行っている。 

意見は、定期的に記事掲載課に

フィードバックし、改善に活か

している。 
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 》 共通広報媒体での広報活動は「各課からの提出原稿をベースに、情報を取りまと

め、都市プロモーション課が編集し発行する（広報紙）」、「各課の独自判断で情

報を掲載し、記事内容も各課の責任（ホームページ）」という業務効率を重視した

形で実施されています。 

  》 そのため、情報発信に統一感・一体感がなかったり、市が何に注力し、どんなま

ちを目指しているかなど、北上市の顔が見えづらい広報活動になっています。 

》 市民等に「政策について知ってもらいたい」「まちの課題に関心を持って参加し

てもらいたい」ときには、「誰に」「どんな内容を」「どのように（デザインも含

め）」「どんなタイミングで」発信するかを考え、工夫することが必要です。  

  》 また、より多くの市民に知ってもらうためには、適切な広報媒体の選択や、広報

媒体同士を連動（クロスメディア）させていくことも必要です。 

都市プロモーション課が管理する組織の広報媒体（令和３年４月時点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

種 類 対 象 内  容 目 的 

「広報きたかみ」 市民 月１回 （第４週）約38,000部 
市民に行政情報、まちの話題

をお知らせする 

市勢要覧 
市民、来訪者、市外

の人 

・要覧（年150冊） 

・概要版（年300冊） 
市の概要や魅力をPRする 

市民生活ガイド 市民 
新規作成時や転入時に配布 

（２年間） 

市民及び転入者の生活利便性

向上を図るため、生活情報を

伝える 

市公式HP 
市民、来訪者、市外

の人 

市公式ＨＰの設置 

行政情報の発信 

施策に関連する地域情報の発信 

行政情報を市内外に向けて発

信する 

市公式 YouTubeチャン

ネル 

市民、来訪者、市外

の人 

 

プロモーション動画など北上市

の魅力等を端的に紹介 

 

市民及び市外の人へ、北上市

の魅力を伝える 

市公式facebook 
市民、来訪者、市外

の人 
行政からのお知らせ 

観光やイベント情報、まちの

話題、各課からのお知らせな

どリアルタイムに提供する 

市公式インスタグラム 
市民、来訪者、市外

の人 
魅力的な写真や動画を投稿 

市の魅力を発信し、都市ブラ

ンド力を向上 

広報放送 

（ケーブルテレビ） 

ケーブルテレビ視聴

世帯 

しらゆりだより（特集番組） 

年10回 ２週間同内容を放送 

情報チャンネル（行政情報お知

らせ） 

市からのお知らせをテレビを

通じて伝える 

広報放送 

（コミュニティＦＭ） 
市民、来訪者 

行政情報や地域情報の発信 

１週間225分(1日５分×９回、週

１回生放送)、災害情報 

地域の魅力を知ることで｢地

域への愛着と誇り｣を醸成す

るほか、災害時の情報伝達 

デジタルサイネージ 来庁者 各種行政サービス情報 

窓口手続きの空き時間を利用

し、行政情報を来庁者へお知

らせする 

ニュースリリース 
北上記者クラブ等マ

スメディア 

定例記者会見でのリリース 

 

新聞や、テレビ等のマスメデ

ィアに取り上げてもらうこと

で、県内外の多くの人に情報

をお知らせする 

記者会見 北上記者クラブ 

市長の公式見解等の発表 

定例記者会見 原則月１回 

臨時記者会見 状況に応じて 

通常ニュースリリースよりも

特に取り上げてもらいたい事

項を発表する場 

 

２ 見てもらう、知ってもらうための工夫が不足 
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広報紙での特集記事作成の事例（情報発信の工夫事例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広報きたかみでも重要課題や話題をテーマとした特集を企画し掲載している 

 

 

 

広報紙での特集記事作成の一例（山形県朝日町） 
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広報媒体同士の連動（クロスメディア展開の事例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公式HPの効果的活用（施策横断的な情報発信事例）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【神戸市の広報紙とＨＰの連動】 
神戸市は「若者に選ばれるまち+誰もが活躍するまち」というテーマを設定し、まちの総合力を高める施策に取
り組んでいる。若い世代にも広報紙を通じて市政に関心を持ってもらうため平成 29 年５月に広報紙をリニュー

アル。広報紙とＨＰを連動させ、新しい取り組みの理解促進とともに関心を高める発信を行っている。 

 

連動 

 

  

市の情報を調べに来た方を、都
市ブランド情報へも効果的に誘
導するような仕組みを取り入れ
る自治体が増えて来ている。 

（栃木県宇都宮市の例） 
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 》 これまでの広報活動では、行政機関の広報媒体であるがゆえに、行政情報の発信

が前提とされ、地域情報を積極的に発信すること自体あまり意識されてきませんで

した。 

 》 北上市を知ってもらい、関心を持ってもらうため、市内外に対する地域情報の発

信が必要になってきました。 

 》 各広報媒体の特性も踏まえて、広報活動に市民の参画を図るなどの手法を取り入

れながら、地域情報を市内外に積極的に発信していく視点を広報活動に取り入れる

必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「北上市公式 Facebook」 

 

 

遠野市市勢要覧【画報編】 
 

船橋市役所発行 

地域ガイドブック 

３ 地域情報を発信する意識が弱い 
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 》 公用文と同じ感覚で作成されている広報原稿が多く、言葉が難しかったり、情報

量が多かったりと、「わかりやすさ」を意識したものは少ない状況です。 

 》 チラシ等の広報物作成についても、作成する職員個人の力量に左右されるところ

が多く、中には内容が上手く伝わらないものも見られます。 

 》 オール北上市役所で「伝わる」広報活動を推進するためには、職員一人一人が広

報活動の意義を改めて理解し、公用文と広報文の使いわけなど、広報活動における

最低限の知識と技術を身に付けることが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   役所の起案文や通知文のタイトル・見出しは「~について」です。そのため、広報

文でも同じ書き方をしてしまいがちです。しかし、公用文と広報文は文書の目的や読

者が異なります。「~について」では、「~についての何なのか？」がわかりません。 

 

  「公務員の悩まず書ける！伝わる！ＳＮＳ・文章術」小田順子著 より引用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「について」禁止令 

× 消費税について 

〇 消費税の表示方法が変わります 

文例 

４ 広報活動に関する職員知識の不足 
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  ○北上市の広報活動では、「市民自治の推進」や「北上市のブランド力を高める都市

プロモーション」を意識した広報活動を推進して行く必要があります。 

○市民が誇れるまちの実現に向け、まちづくりにおける方向性を踏まえて、戦略的視

点を持った「伝わる」情報発信を前提に広報活動を運営していきます。 

 

 

 

 

 

これからの広報活動のイメージ図  

 

 広報活動の目的 手法（目標） 効果 

市の 

広報活動 

市民自治の推進 双方向コミュニケーション 情報共有・信頼→参画、協働 

都市プロモーション 

（市のブランド力向上） 

市民のシビックプライドの醸成  
愛着・誇り・自負心→参画、まち育て活動、

推奨 

市外の人の関心惹起と共感醸

成  
関心・共感→来訪・購買→推奨、支援  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 広報活動の運営方針等 

１ 広報活動の運営方針 

広報活動の運営方針 

市民が誇れるまちを実現するため、 
戦略的視点を持った「伝わる」情報発信を推進する 
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運営方針を踏まえ、広報活動は次の方針により推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

推進方針１ 広報活動にかかる情報収集・分析体制構築 

 情報の受け手がどのような情報を必要としているか、発信した内容がどう捉えら

れているかなど、継続的な自己修正に繋げるデータ収集、分析体制を構築します。 

推進方針２ 広報媒体の質の向上 

今ある共通広報媒体について、その役割等に応じ、受け手の関心や興味を引く情

報の出し方やデザイン向上等、質を高める取り組みを継続的に実施します。  

推進方針３ 戦略的な広報活動の推進 

総合戦略や、重要課題など各種重点施策を意識した、メッセージ性のある広報活

動を推進するほか、施策横断的プロジェクトについては、各事業情報を統合し一元

的かつ効果的な広報活動を推進します。 

また、障がい者や外国人に配慮した広報活動を推進します。 

推進方針４ 積極的な地域情報の発信 

まちへの愛着と誇りが高まるよう、市民の参画を得ながら地域の良さを積極的に

発信するとともに、地域情報を入手できるプラットホームを構築し運用します。  

推進方針５ 組織及び職員の広報力の向上 

職員一人一人が広報担当として、広報活動に必要な最低限の知識と技術を身に

付けるための取り組みを実施します。また、広報活動全般に専門家にも関わって

いただきながら、広報活動の庁内マネジメント体制を確立し、着実な運用を図り

ます。 

2 広報活動の推進方針 
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 広報活動においては、次の３つの情報について、市内外に発信していきます。 

 

１「行政情報」（主な発信対象：市民、来訪者） 

   ・行政の広報活動の根幹となる政策、施策及びこれらに関する関連情報 

   ・国民、県民、市民としての権利、義務等に関する関連情報 

   ・市政の課題の解決等に向けて市民の参画を促したい情報 

 

 ２「危機管理情報」（主な発信対象：市民、来訪者） 

   ・緊急時に、市民の生命、安全、権利保護等のために発信する情報 

   ・地域や行政への信頼を確保するために、公表することが必要な情報 

 

 ３「地域情報」（主な発信対象：市民、来訪者、市外の人） 

   ・地域の話題、イベント、地域づくり活動など、地域のタイムリーな情報 

   ・まちの課題の解決等に向けて市民の参画を促したい情報 

・市民、団体、企業等も含めた地域の魅力に関する情報 

   ・観光、消費等、北上市の活性化につながる地域の情報 

 

 

「市民」の定義  

  市内に住む者、市内で働く者及び学ぶ者並びに市内に事業所を置く事業者及び市内で

まちづくり活動をする団体（北上市自治基本条例第３条第１号） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 広報活動において発信する情報 

おいて 
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 ・広報活動の推進においては、広報委員会を設置し、各種広報活動に関する総合 

的な進捗管理等を行います。 

 ・必要に応じて、広報アドバイザー等専門家も活用します。 

 ・各課は都市プロモーション課と連携して広報活動を推進します 

 ・都市プロモーション課は、施策横断的な広報活動を推進するほか、各課の広報活動を

支援します。 

 ・情報発信においては、双方向コミュニケーションを可能とする、情報収集等の仕組み

を組み込んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広報活動の実施体制  

 

管理 
 

発信 

広報活動全庁マネジメント  

市長（PDCA 管理） 

広報委員会（新設） 

※課長級職員 

６ 広報活動の運営体制 

口コミ 
 

シェア 

管理 
 

発信 

管理 
 

発信 

管理 
 

発信 

 
 

発信 

都
市
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
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庁
内
各
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（
事
業
・
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別
広
報
） 
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ク
ラ
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F
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依頼 

支援 

【事務局】 

都市プロモーション課 

助言 
広報アドバイザー等 

専門家 

アンケート調査等 

客観的データ 

反映 

受け手の声を収集・分析し、フィードバック 
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